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は じ め に 

 

 取手市は，高度経済成長期以降，首都圏の良好なベッド

タウンとして発展し，昭和 40年代半ばから 50年代後半に

かけて，学校をはじめとする公共施設やインフラを集中的に

整備してきました。 

 現在では，当時整備された施設の老朽化が進み，公共施設

の７割近くが築 30年を超える状況にあり，今後，維持・保

全にかかるコストが増大するとともに，一斉に更新の時期を

迎えることから集中して多額の財政負担が生じることが予測されます。 

一方，生産年齢人口の減少に伴い，市税収入の大幅な増加が見込めない状況

下，社会保障費が年々上昇していることなどから，公共施設やインフラの維持

や整備に充てられる財源は限られてきます。 

また，それぞれの公共施設に求められるニーズも，人口減少や少子高齢化の

進展に伴う人口構成の変化，ライフスタイルや価値観の多様化などにより，建

設当時とは異なってきています。 

そこで本市では，公共施設の全体像を明らかにし，課題を市民の皆様と共有

するため，平成 23 年 5 月に「取手市公共施設マネジメント白書」を作成しま

した。この白書から見えた課題などを解決するため，この度，将来を見据えた

公共施設やインフラのあり方や効率的な管理の方法について，基本的な方針や

考え方を定めた「取手市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

本計画に基づき総合的かつ適正な施設管理を推進し，常に変化し続ける社会

状況や市民ニーズに応えながら，公共施設等の全体最適化と持続可能な行政経

営の両立を図ってまいります。更に，私たちのまちの未来を託す大切な宝であ

る子や孫たちが引き続き住んでいたいと感じられるようなまちづくりの仕掛け

づくりとして，公共施設マネジメントを進めてまいりますので，市民の皆様の

ご理解，ご協力をお願いいたします。 

最後になりましたが，本計画の策定にあたり，貴重なご意見やご提言を頂き

ました皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 平成 28年（2016）７月 
 

           取手市長 
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